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まつど
市のようす（9 月1 日現在）

・人口452,838 人 （＋83）

男230,038 人(+48)

女222,800 人(+35)

・世帯156,095(+43)

編集・発行＝松戸市役所広聴部広報課
〒271 松戸市根本387番地の5fi(66)1111 番

日々、新たな気持ちで

すぐやる課満20

歳

水緑文化

安全・確実な

口座振替のご利用を

期 間 9 月23 日まで 9月23日～10 月7日

松戸駅市民ギャラリー

日曜スケッチ会

淡彩展

翠墨卯月会

書道展

アトリエ

「つぼみの会」

作品展

ザ・切り絵松戸

作品展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

9 月

10月

市
役
所
は
毎
月

第
2
・
第
4

土
曜
日
閉
庁
で
す

今

月

の

納

期

は

4
国
民
年
金
保

険
料
＝
九

月

分

4
国
民
健
康
保

険
料
＝
・
第
四

期
分

奉
事
業

所
税
・
＝
七
月
決
算
の

法
人

と
、
七

月

中
に
事
業

所
用

家
屋

を
新
・
増
築
し

た
建

築
主
は
九
月

が
申
告
納
付
月
で

す
。

早
め
に
納
付

（
納
入

）
お
願
い
し
ま
す
。

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

奉
第
五
回
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
会
作
品
展
・
＝
九
月
二
十
六
日

～
十
月
一
日

奉
ハ
ン
ド
ニ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
展
覧
会
＝
九
月
二
十
八
日

～
十
月
一
日

4
美
馬
蘭
香
思
い
出
作
品
書
展
＝
九
月
三
十
日
～
十
月

一
日

奉
第
十
四
回
麦
の
会
油
絵
展
＝
＋

月
三
日
～
八
日

休

館

日
・・・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
＝・
午
前
十
時
～
午
憊
（
時

※
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
’一一
6
7

－
7
8
1
0

番
）

「

す
ぐ
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

も

の
で

、
す
ぐ
や
り
得

る
も
の
は
、

す
ぐ

に

や
り
ま
す
」
を

キ
ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ

に

、
昭

和
四
十
四
年
十

月
、
す

ぐ
や

る

課
は

発
足
し
た

。
今
年
十

月
で
、
満
二

十

歳
の

誕
生
日
を
迎
え

る
。

昭
和
四
十
四
年

当
時
、
松
戸
市
は
人
口

が

急
増
。
行
政
の
対
応

も
迅
速
性
、
機

動

性
に

欠
け
る

も
の
が

あ
っ

た
。

一
方

、

市
民
の

行
政
へ

の
関
心

も
薄
か
っ
だ

。

こ
こ
に

、
す
ぐ
や

る
課
が

生
ま
れ

る
時

代
背

景
が
あ
っ
た
。

現
在

、
課
員
は
七
人

。
渡
辺
恚
課

長

を
先
頭
に

、
全
員
が
席

を
温
め

る
暇
が

な
い

。

年
間

処

理
件

数

は
三

千

二

十

八

件

（
昭

和
六
十
三

年
九
（
月
～
平
成
元
年
八
月

末
）
。
通
算
で
は
六
万
二
干
件
を
超
え
て

い

る
。
処
理
内

容
の

主
な

も
の

は
、
側

溝

の

補
修
・
清
掃
、
道

路
の

補
修
、
残
土

・
動
物
の
死

体
処
理

な
ど
。
夏

か
ら
秋

に
か
け

て
は
、
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆

除
作

業
（
写

真
）
が

多
い

。

「

毎
日
の
作
業
の
中
で

、
市
民

と
の

対

話
を
積
み
重

ね
る
こ

と
が
、
行
政
へ

の

信
頼
に
つ
な
が

る
」
と
渡
辺
課
長

は

語

る
。

最
近
は
、
市
民
か

ら
の

要
望
に

も
変

化
が
み

ら
れ
る
。
何
で

も
お
ま
か
せ
で

は
な
く
、
側
溝
の
清
掃
な
ど
は
地
域
の
問

題
と
し
て

と
ら
え
、
互
い
に

協
力
し
て

解
決
し
て
い
こ

う
、
と
い

う
姿
勢
も
生

ま
れ
て

来
て
い

る
。

日
々
、

新
た
に

。
す
ぐ
や

る
課
の

精

神
は
、
雨
行
政

全
体
に

も
刺
激

を
与
え

続
け
て
い

る
。

（
ス
ズ

メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ

の
巣
駆

除

に
つ
い

て
は
、
駆

除
方

法
を
お

教
え

し

て
い

ま
す
）

手数料・使用料・各種税



市
民
交
通
傷
害
保
険
受
け
付
け
中

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

昭
和
6
3
年
度
決
算
な
ど
の
2
3
件
を
審
議

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
六
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
の
二
十
日
間
の
予
定
で
開
催
さ
れ
、
本
会
議
と

委
員
会
で
慎
重
に

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
、
平
成

元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
二
十

三
件
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
定
例
市
議
会
に
は
、
昭
和

六
十
三
年
度
の
決
算
の
認
定
を
は

じ
の
、
今
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正

予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
契
約

の
締
結
な
ど
二
十
三
件
が
上
程
さ

れ
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

決

算

の

認

定

マ
昭

和
六
十
三
年

度
一
般

会
計
お

よ
び
特
別
会

計
・
企
業
会
計
の

決
算
の
認
定

補

正

予

算

マ
平
成
元
年
度

一
般
会
計
補

正
予

算
（
第
一
回
）
・
・
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
三
十
七

億
六

百
五
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総

額
で

八
百

二
十
二
億
六
百
五

万

一
千
円
と

す
る
。

今
回
の
補
正
予
算
に
は

、
中
学

校
給
食
施
設
建

設
費
、
母

子
家

庭
等
修
学
資
金
援
護
費
な

ど
が

計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

マ
特
別
会
計
・
企
業
会
計
＝
国
民

健
康

保
険
会

計
は
五
億
四
千
八

百
十
四
万
八

千
円

、
松
戸
競

輪

会
計
は
十
七

億
五
千
百
二
万
円

、

下

水

道

事

業
会

計

は
十

億
五

百

千

二
万

円

、
老
人

保
健
事

業
会
計
は
八
千
二
百
七
十
一
万

七
千
円
を
増
額
補
正
し
、
松
戸

市
病
院
事
業
会
計
で
は

重
要
な

資
産
の

取
得
に
医
療
機
器

を
追

加
し
ま
す
。

条

例

の

一

部

改

正

マ
松
戸
市
住
民
基
本
台

帳
条
例
を

廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
つ

い

て
・
・・
住
民
記
録
の

オ
ン

ラ
イ
ン

化
お
よ

び
戸
籍
の
集

中
管
理
に

よ
り
、
当
該
事

務
に
つ

い
て

本

庁
お
よ
び
各

支
所
間
の

取
り
扱

い
区
分
を
設
け

る
必
要

性
が
な

い
た
め

マ
松

戸
市
下
水
道
条
例
の

一
部
を

改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ

い

て
・
・・
公
共
下
水
道
の

処
理
区
域

を
追
加
す

る
た
め

▽
松
戸
市
消
防
団
員
等
公

務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
・
＝
非
常

勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
改

正
に
準
じ
、
補
償
基
礎
額
の
引

忝
き
上
げ
等
を
図
る
た
め

マ
松
戸
市
消
防
団
員
退
職
報
償
金

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
・・・
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済

基
金
法
施
行
令
の
改
正
に

準
じ
、

退
職
報
償
金
額
の
引
き

上
げ
を

図
る
た
め

契

約

の

締

結

マ

南
花
島
排
水
整
備
（
そ
の
二
）
エ

事
・・
南

花
島
地
区
の
浸
水
解
消

を
図
る
た
め

マ
松

戸
第
二
処
理
分
区
汚
水
準
幹

線
工

事
（
そ
の
三
）
＝
公

共
下
水

道
の

整
備
を
図
る
た
め

新
た
に
確
認
さ
れ
た
湧
水
（
南
花
島

「
広
報
ま
つ

ど
八
月
五
日
号
」
で

お
願
い

し
た
市
内
の
湧
き
水
の
調

査
に
つ
い
て

、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら

多
く
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ

ま
し

た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

。

寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
中
に
は
、

沢
ガ
ニ
が
生
息
し
て
い

る
山

す
そ
、

昔
は
野
菜
を
洗

っ
た
り
生
活
用

水

に
使
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
側
溝
に
流

さ
れ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、今
後
、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
基

に
現
地
を
確
認
し
、

湧
水
の
周
辺
の
状

況
や
水
量
、
水
質

な
ど
を
調
査
し
て
、

ど
の
よ
う
な
方
法

で
保
存
で
き
る
か

を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

▽
詳
細
・
＝
治
水
計

画
課

ご
利
用
下
さ
い

林

間

学

園

〈

軽

井

沢

荘

〉

マ
交
通
＝
信
越
本
線
軽
井
沢
駅
下

車
、
徒
歩
一
時

間

マ
宿
泊
料
・
・
大
人
（
高
校
生
以
上

二
百
円
、
子
ど
も
小
・
中

学
生
）
＝

百
円

マ
暖
房
料
（
十

月
～

翌
年
四

月
）・
＝

一
人
に
つ

き
五
十
円

マ
食
事
・
＝
外
食
の
み

〈

白

樺

高

原

荘

〉

▽
交
通
・
＝
中
央
本
線
茅
野
駅
か
ら

バ
ス
、
美
し
松
入
口
下
車

、
徒

歩
一
時
間

マ
宿
泊
料
＝
大

人
（
高
校
生
以

占

＝
八
百
円
、
子
ど
も

（
小

・
中

学
生
）
＝
四

百
円

マ

暖
房
料
（
十
月
～
翌
年
四

月
）
＝
・

一
人

に
つ

き
二
百
円

マ
食

事
＝
・
出
前
が
あ
り
ま
す

マ
利

用
期
間
・・
・
軽
井

沢
荘

・
白
樺

高
原

荘
と
も
、
九
月
二
十
二
日

（
金
）
か
ら
来
年
五
月
初
旬
ま
で

マ
申

込
み
＝
・
利

用
日
の
1

ヵ
月
前

か

ら
一
週
間
前
ま
で
に
直
接

教

育
委

員
会

学
務
課
へ

「
一
日

一
円

の
保
険
」
で
お
な

じ
み
の
市

民
交
通
傷
害
保
険
の
受

け
付
け

が
、
今
月
か

ら
始
ま
っ
て

い
ま
す

。

こ
の

保
険
は

一
年
間
の
掛
け
捨

て
で
、
最

高
百
万
円

ま
で

保
障
さ

れ
ま
す

。

昨
年
加
入

さ
れ
た
人

も
、
更
新

の
手
続
き

を
し
て
下

さ
い

。

マ
対
象
・
＝
松
戸
市
に

住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
人

。

市
内
の

事
業
所
に

勤
務
し
て
い

る
人

マ
保
険
料
一
人
一
囗
で
年
額
三

亘
（

十
円

（
中

途
加
入

は
月
割

三
十
円
）

や
来
春
小
学
校
へ
入

学
す

る
児

童

は
百
八
十
円
で
す

。
申
し
込
み

の
と
き
必
ず
申
し
出
て
下

さ
い

。

マ
保
険
期
間
＝
十

月

一
日
～
平

成

二
年
九
月
三
十
日

マ
保
険
対
象
の
事
故
＝
自
動
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・
電
車

な
ど
に
関
連
し
、
国
内
で
発
生

し

た
交
通
事
故
（
航
空
機
・
船

舶
事
故
は
除
く
）

マ

申
込
み
＝
・
印
鑑
・
保
険
料
を
持

っ
て

、
市
役
所
安
全
課
・
市
民

課
総
合
窓
口
、
各
支
所
ま
た
は

出
張

受
付
会
場
へ

※
交
通
事
故
に
あ

っ
た
と
き
は

、

必

ず
警

察
に
届
け

出
て
下

さ
い

。

マ

詳
細
・・・
安
全
課
庶
務
係

第774 号

期日 時 間 会 場

9/20

(別

午後

1 時30分

S

3 時30分

松 戸 市 農 協 六 和 支 店

21

困
馬 橋 市 民 セ ン タ ー

22

固

稔 台 市 民 セ ン タ ー

み ど り 幼 稚 園

25

(月)
伊 勢 丹 松 戸 店

26

(火)
ダ イ エ ー 新 松 戸 店

瞭雨天の場合、会場により中止することもあります。

交通安全ヤングミニコンサート

t〉日時…9 月20日(水)午後4 時

～5 時30分

t〉会場…JR 松戸駅西口広場

1〉出演…1 日警察署長・国実百

合さん( 歌手)

白井聖地公園第3 回公募

1〉受付期間…10月1 日(日)～4

日(水)、午前9 時～午後4 時

t〉受付場所…市役所本館2 階大

会議室および白井聖地公園管

理事務所

E〉公開抽選…10月17日(火)、普

通墓地＝午前10時から、芝生

墓地＝午後1 時30分から市民

劇場で

l〉詳細…白井聖地公園課

10月1 日は「法の日」です

10/8(日)市 民 会 館 は 臨時 休 館

市民 会館( プ ラ ネ タリウ ム を

含む) は、10月8 日(日) 臨時 休館

し ます。9 日( 月) も休 館 日で す。

じ〉詳細 … 市民 会館S68-1237 番

県立西部図書館が休館

県立西部図書館は、蔵書点検

のため、9 月25日(月)から10月

4 日(水)まで休館します。

|〉詳細…県立西部図書館登85－

4133番

難 病 相 談

r〉日 時 …9 月28 日( 木) 、午 後1

時～1 時30 分受 け 付け 、1 時

30分 ～4 時相 談

l〉会場 …松 戸保 健所

c〉対 象 …手 が 震える 、歩 きづ ら

い、 しゃべ りづ ら い、 転び や

すい など の症状 の あ る人や パ

ー キソン 氏病 で 困っ て い る人

など

c〉定員 … 先 着10 人

D〉申込 み …9 月26 日(火) までに 、

電 話で 松戸 保健 所予 防課 特定

疾 患係c61 ―2121 番 へ

巡回年金相談

t〉時間…午前10時～午後3 時

E〉費用…無料

※上記以外の日には市役所国民

年金課内で相談におこたえし

ます。

r〉詳細…国民年金課適用係

お 、ヽJ 10月 11月 12月

常盤平 3 日(火) 2 日困 1 日田

小 金 6 日 愬 7 日(火) 5 日(火)

小金 原 13日 愬 10日 金 8 日 愬

馬 橋 17日(火) 14日(火) 12日(火)

六 実 20日 應 17日窗 15日愬

新松戸 24日(火) 21日(火〉 19日(火)

矢 切 27日田 24日田 22日愬

東 部 31日(刈 28日(火) 26日(火)

国民年金生きがい講座

1〉日時…n 月27日(月)正午から

1 泊2 日(現地集合)

1〉会場…国民年金保養センター

「そとぼう」(夷隅郡岬町・最

寄駅JR 外房線長者町駅)

l〉内容…教養 一年金・健康・趣

味の各講座と健康・年金相談

1》定員…先着80人

【〉費用…5,000円( 宿泊代・2 日

分の昼食代を含む)

r〉申込み…10月31日(火)までに

千葉県社会部国民年金課容04

72-23-2382 番へ

市内の湧水地調査

寄せられた情報は21件

下水道普及率の向上を目指し て

9月定

例 市議会開会され

る



平成元年度下期

危険物取扱者試験

l〉期日…12月3 日(日)

c〉会場…日本大学理工学部( 船

橋市習志野台7 ―24―1}

【〉科目…甲種・乙種全類・丙種

【〉受付期間…10月3 日(火)～6

日(金)

【〉詳細…松戸市危険物安全協会

事務局( 市消防局内)S63-

n11 内線206番

秋の交通安全運動

9/21(*) ～30(土)

製 本 講 習 会

【〉日時 …9 月29 日(金) 午 後1 時

30 分 ～4 時30 分

l〉会 場・‥市民 会館301 号室

l〉内容 … 「こ わ れ本」 の粘 着 テ

ープ に よ る補修 製 本

l〉費 用… 無料

【〉持ち 物… こ わ れ本2 冊 ・カ ッ

ター・ 金づ ち・ はさ み( 大 き

め の もの) ・も のさ し(30cm)

・ 目玉 クリ ップ・(大2 個)

l〉定員 …先 着15 人

l〉申込 み・・・電 話で 市立 図書 館登

65-5115 番 へ

市 民 親子 体 操 教 室

c〉日 時…9 月30 日～12 月16 日の

各土 曜 日(11 月4 日・n 日 を

除 く・計9 回)、午 前10 時 ～正

午

E〉会場… 青 少年 会館 体育 館

【〉対 象… 市 内在 住の 満3 歳 児(昭

和60年10 月1 日～61 年4 月1

日生 まれ) とその 親

E〉定 員… 先 着30 組

E〉費 用… 保険 料1 組950 円

【〉申 込み …9 月21 日(木) 午前9

時か ら直接 社 会体育 課 窓口 で

受 け 付け

母子 ・寡 婦家 庭対 象和 裁講 習 会

l〉期日 …10 月1 日～15 日と29 日、

11月12 日～12 月3 日 の各 日曜

日( 計8 回)

【〉時 間… 午 前9 時～ 午後4 時

E〉会場…母子福祉センター(総合

福祉 会館 内)

|〉内容 … 女性 用 浴衣 または ウ ー

ルの 着物

r〉費 用… 無料( 材 料 費は 実費)

l〉持ち 物 …裁 縫 道具一 式 、筆 記

具

E〉申込 み …9 月30 日(土) まで に

福 祉事務 所福祉 係へ

新 松 戸 郷 土 資 料 館 公 開 講 座

【〉日 時 …9 月23 日(土) 午 後1 時

～3 時

【〉会場 …新 松戸 郷土 資料 館( 新

松 戸市 民セ ン ター31 苓)

【〉講師 … 新松戸 郷土 資料 館員 ・

望 月百代 氏

【〉内 容 …季 節 とこ とば( 農事 か

ら伝 え られ たこ とば)

【〉費 用・定員 … 無料 ・先 着30 人

【〉申 込 み… 前 日ま でに電 話 で新

松戸 郷土 資料 館044-1909 番

へ( 水曜 日 ～日曜 日の 午前10

時 ～午 後4 時 ま での間)

地区名 日 時 会 場 詳 細

本 ほ
10ィ10(

祝)

午 前9 時30分

から

雨 天10,/15( 日)

南 部 小 学 校
松 浦

S61-9300 番

小 金原
10ダ8( 日)

午前8 時30分

から

雨 天10/10( 祝) 、

栗 ヶ 沢 中 学 校
高 橋

昔87 －7724 番

東 部
第 五 中 学 校

中 川

S92-5511 番

矢 切
10/8( 日)

午前8 時30分から

雨天体育館

柿ノ木台小 学校
斉 籐

5562-1322 番

常 盤平

団 地

io/io( 祝)

午前10時30分

から

雨天10/15( 日)

常 盤 平

け や き 通 り

団 地自 治会事

務局

S88-9367 番

五 香

六 実

io/io( 祝)

午前9 時から

雨天10/15C 日)

高木第二小学 校
石 井

昔87 －2026 番

明

10/10C 祝)

午 前8 時30分

から

運 動 公 園

陸 上 競 技 場

お よ び 体 育 館

渡 辺

S62-4731 番

小 金
10/10C 祝)
午前8 時30分

から
雨天10/15C 日)

小 金 北 小 学 校

雨 天

殿 平 賀 小 学 校

藤 咲

き44-9248 番

平成元年9 月20 日

スポーツの秋

第18回市民運動

会

o)a 。滲D ど

市長の窓

国分川分水路工事

集

中

豪

雨

宮
間
満
寿
雄

台
風

十
七

号
の

影
響
に
よ
る

雨
の

音
を
聞

き
な
が
ら
こ
れ
を

書
い
て
い
ま

す
。

今
年
八
月
の
旧

盆
の
前
に

は
、

次
々

と
台
風

が
関
東
地
方
を
襲

い

、
ま

た
は
銚
子

沖
を
通
過
し

て
行

き
ま
し
た

。

台
風

が
上

陸
し

な
い

と
き
で

も
、
台
風
が
近
づ
く
と
大
気
が

不

安
定
に

な
り
、
雷
雲
も
発
生

し
た

り
し
て

、
一
時
的
な
集
中

豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
わ
れ
わ
れ

も
そ
の

対
応
に

追
わ
れ
る
こ

と

に
な
り
ま
す
。

集
中

豪
雨
に

備
え
、
現
在
進

め
て
い

る
排

水
路
の

整
備
や
河

川
改
修
工

事
は

、
全
国
的
な
基

準
に
よ
っ
て
一
時
間
五
〇
ミ
リ

の
雨

に
対
応
し

得
る
ふ

つ
に

計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
戸
市
に

お
い
て
も
、
こ
の
基
準
に
従
っ

て
工
事
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

こ
の
八
月
十
日
夕
方
の
雷
雨

で
、
松
戸
・
矢
切
地
区
、
古
ヶ

崎
・
栄
町
方
面
、
東
部
お
よ
び

松
飛
台
・
五
香
六
実
地
区
で
は

一
時
間
六
〇
ミ
リ
に
達
す
る
大

雨
と
な
り
ま
し
た
。
夕
立
は
馬

の
背
か
分

け
る
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に

、

こ
の

時
は
小
金
・
小
金
原
方
面

の

降
雨
は
、
さ
ほ
ど
で

は
あ
り

ま
せ

ん
で

し
た
し
、
前
記
の
地

域
に

つ
い
て

も
一
部
道
路
の
冠

水
や
局
部
的
な
浸
水
も
あ
り
ま

し

た
が
、
被
害
は
さ
し
た
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
ま
で
進
め
て
来
た
排
水
路

や
河
川
改
修
工
事
や
公
園
・
道

路
下
な
ど
に
築
造
し
た
貯
留
池

矢

雨
の
際
、
一
時
的
に
雨
水

を
流
入
さ
せ
貯
留
さ
せ
て
お

く

施
設
）
、
ま
た
は
河
川
の

水
位

が
上

昇
し
て

排
水
路
か
ら
自
然

排
水
が
出
来
な
く
な
っ
た
場
合

に
作

動
す
る
排
水
ポ
ン
プ
場
の

成
果

が
、
こ
こ
に
来
て
効
果
を

発
揮

し
た
か
ら
で
す
。

こ

れ
ら
の

事
業
に
、
毎
年
多

額
の
予
算
を
投
入
し
て
来
た
甲

斐
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
松
戸
の
治
水
を
完

全
に
し
、
集
中
豪
雨
に
耐
え
得

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
な

お
今
後
、
次
の
よ
う
な
対
策
を

進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

一
、
根
木
内
地
区
や
春
木
川
沿

岸
の
浸
水
防
止
の
た
め
、
現

在
進
め
て
い
石
上
富
士
川
の

改
修
や
国
分
川
分
水
路
工
事

を
早
急
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

二
、
目
下
施
工
中
ま
た
は

計
画

中
の
調
整
池
を
早
期
に

完
成

さ
せ
る
こ
と

E
、
樋
野
口
に
自
然
排
水
の

だ

め
の
樋
門
を
設
置
し
、
排

水

機
場
を
強
化
す

る
こ
と

以

上
の
三
項
目
に
つ
い
て
は

、

引
き
続
き
国
お
よ

び
県
に
積
極

的
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

集
白
最
雨
に
際
し
、
強
く
感

ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

そ
れ
は
、
雨
水
に
よ

っ
て
流

さ
れ
た
道
路
上
の

ゴ
ミ

が
側
溝

の
落
ち
口
に
集
ま
り
、
そ
の
落

ち
口
を
ゴ
ミ
が
ふ
さ
い
で
し
ま

っ
て
、
水
が
側
溝
に
流
れ
落
ち

ず
に
、
道
路
が
冠
水
し
て
し
ま

っ
た
例
か
か
な
り
見
ら
れ
る
事

で
す
。

市
は
定
期
的
に
、
業
者
委
託

に
よ
っ
て
道
路
の
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
が
発
生
し
ま
す
。

松
戸
市
は
緑
の
重
要
性
を
考

え
、
多
く
の
街
路
樹
を
植
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
落
ち
葉
の

季
節
と
な
り
ま
す
。
こ
の
季
節

に
台
風
が
来
ま
す
と
、
同
じ
よ

う
な
原
因
と
結
果
を
生
ず
る
で

し
ょ
う
。

市
も
十
分
注
意
し
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
こ
の
こ
と

に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
出
来
る
範
囲
で
の

ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

何
事
も
、
市
と
市
民
が
一
体

と
な
り
、
理
解
し
合
っ
て
こ
そ

よ
い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。

第
五
回

戦
没
者
遺
族
特
別
弔
慰
金

マ
対
象
・
・・
昭
和
六
十
年
四
月

一
日

～

平
成
元

年
三
月
三
十

一
日
の

間
に

、
公

務
扶
助
料
・
遺
族
年

金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な
く

な
っ
た
戦
没
者
の
遺
族

マ
支

給
方
法
・
＝
額
面
十
八
万
円
の

国
債
で
六
年
間
に
わ
た
り
毎
年

三
万
円

ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

マ
支

給
順

位
・・
・
次
の
順

位
で

最
も

上
の
順

位
の
人

が
一
人

だ
け
請

求
で
き

ま
す
（
同
順

位
の
人
が

複

数
の

場
合
に

は
、
同
意
書
が

必
要
で

す
）
。
第
一
順
位
＝
弔
慰

金

受
給
権
者
、
第
二
順
位
＝
子

、

第
三
順

位
＝

戦
没
者
と
生
計
を

共
に
し
て
い

た
父

母
・
兄
弟
姉

妹

（
婚

姻
、
養
子

縁
組
に
よ

り

平
成
元

年
四
月

一
日
に

お
い
て

氏

が
か
わ

っ
て
い

る
人
は
除
く
）
、

第
四
順
位
＝

戦
没

者
と

生
計

を

共
に
し
て
い
な
か

っ
た
父
母

・

兄
弟
姉
妹
、
お
よ

び
第
三
順
位

で
除
か
れ
た
父
母
兄
弟
姉
妹
、

第
五
順
位
＝
戦
没

者
の
三

親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
死
亡
か
ら
、

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
年
以
上
の

生
計
関
係
の
あ
っ
た
人
に
限
る
）

請
求
期
限
・
・
平

成
四

年
六
月

二

十
七
日
ま
で

に
請
求
し
な
い
と

受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下

さ
い

。

詳
細
・
＝
援
護
課
社
会
係

食
欲
が
増
し
、
体
を
動
か
す
に

は
最
高
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。今

年
も
市
内
各
地
で
、
体
育
の

日
を
中
心
に
市
民
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
近
所
の

皆
さ
ん
で
、
秋
の
一
日
を
健
康
的

に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
く
さ
ん
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

マ
詳
細
＝・
社
会
体
育
課
指
導
係

危
険
な
ゴ
ミ
の
出
し
方

刃
物
や
割

れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
は
、

集
積
所
の
当
番
の
人

や
ゴ
ミ

を
収

集
す
る
作
業
員
に
ケ
ガ
を
さ
せ
る

危
険
性

が
あ
り

、
ス

プ
レ

ー
缶
な

ど
は
、
中
身

が
入

っ
た

ま
ま

だ
と

ゴ
ミ
収
集
車
や
圧

縮
機
の
中
で

爆

発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の

爆
発
事
故

や
、
刃
物
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

危
険
な
ゴ
ミ
は
、
必
ず
次
の
よ

う
に
し
て
集
積
所
へ
出
し
て
下
さ

い
。〈

燃

や

せ

な

い

ゴ

ミ

〉

I
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
な
ど
は
完
全
に
ガ
ス
を
抜
く

・
刃

物
や
陶
磁
器
の
割
れ
た
も
の

な
ど
は
、
新
聞
紙
な
ど
で

包
ん

で

、
ゴ
ミ
袋
に
「
危
険
」
と
表
示

す

る

o
針
や

カ
ミ
ソ

リ
の
刃
な
ど
の
小

さ
い
も
の
は

、
丈
夫

な
紙
に

包

む
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な

ど
に

入
れ
る

〈

資

源

ゴ

ミ

〉

）
割
れ
た
ガ
ラ
ス
を
出
す
場
合
に

は

、
新
聞
紙
な
ど
で

包
ん
で
、

ゴ
ミ

袋
に
「
ガ
ラ
ス
危

険
」
と
表

示

す
る

収

集

で

き

な

い

ゴ

ミ

）
タ
イ
ヤ
・
畳

・
廃
油
・
プ
ロ
パ

ン

ガ
ス

な
ど
の

ボ
ン

ベ

ー
オ
ー

ト

バ
イ
な
ど



監
査
結
果
の
公
表

平
成
元
年
度
の
定
期
監
査
及
び

財
政
援
助
団
体
監
査
結
果
の
概
要

を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
元
年
九
月
六
日

松
戸
市
監
査
委
員

高
田

守

原
島

康
廣

松
井
貞
衛

池
田

清

記

是

期
監
査
〕

○
監
査
対
象
機
関
＝
教
育
委
員
会

（
管
理

部
、
学
校
教
育
部
、
社

会
教
育
部
並

び
に

松
飛
台

、
古

ヶ
崎
、
六
実

、
殿
平
賀

、
松
飛

台

第
二

、
上

本
郷
、
新
松
戸
北
、

新
松
戸
西
の
各
小

学
校
及

び
第

三

、
河
原
塚
、
金

ヶ
作

、
新

松

戸

北
の
各
中
学
校

、
市

立
松
戸

高
等
学
校
）
、
都

市
部

、
水
道

部
、
国
保
松
戸
市
立
病
院

○
監
査
対
象
事
項
＝
配
当
予
算
の

執
行
状
況
、
委
託
料
の
事
務

処

理

状
況
、
財
産
・

備
品
の
維
持

管
理
状
況

（
共

通
事
項
）
、
学
校

に
対
す
る
予
算
配
分
及
び
執
行

状
況
、
学
校
用
物
品
等
の
共

同

購
入

状
況

（
管
理
部
庶

務
課
）
、

学
校
施
設
及

び
用
地
の
維

持
管

理
状
況
（
学
校
施

設
課
）
、
使
用

料
・
保
育
料
の
収
納
状
況

、
教

職
員
及
び
児
童
・
生
徒
の
状
況
、

就
学
奨
励
の
処
理
状
況

、
校

外

指
導
施
設
の
運
営
状
況

（
学
務

課
）
、
児
童
・
生
徒
の
保
健

対

策
の

状
況
（
保
健
体
育

課
）
、
社

会
教
育
関
係
団
体
に
対
す

る
育

成
指
導
状
況

（
社
会
教
育

課
）
、

体

育
施

設
の

管
理

運

営

状
況

（
社
会
体
育

課
・
市
民
ス
ポ

ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
社
会
教
育
施
設
の

管
理
運
営
状
況

（
公
民

館
・
図

書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
青

少
年

会

館
・
婦
人
会
館
）
、
少
年
の
非

行
防
止
と

健
全
育
成
状
況
（
少

年
セ
ン
タ
ー
、
備
品
（
図
書

を
含
む
）
台
帳
の
整
備
状
況
、

実
験
用
劇
毒
物
の
受
払
及
び
保

管
状
況

、
寄
附
受
入
れ
に
関
す

る
一
連
の
事
務
処
理
状
況
（
各

小
・
中
学
校
、
市
立
松
戸
高
等

学
校
）
、
使
用
料
及

び
手
数
料

の

収
納
状
況

（
市
立
松
戸
高
等

学
校
）

、
工

事
及

び
資
材
の
入

札
並

び
に

契
約
状
況

（
都
市
部

管
理

課
）

、
都

市
計
画
道
路
及

び
主
要

市
道
の

新
設
改
良
状
況

（
街
路

課
）
、
市
街

地
整
備
事
業

の

進
捗

状
況

（
都

市
整
備
課
）
、

市
施
行
に
よ
る
区
画
整
理
事
業

の
進
捗

状
況

、
土
地
区
画

整
理

組
合
に
対
す
る
指
導
・
助

成
状

況
（
区
画
整
理
課
）
、
水
道
料
金

の

収
納
状
況

（
水
道
部
）
、
業
務

の

経
営
管
理

状
況

（
国
保
松
戸

市
立
病
院
）

監
査
の

期
間
―
平
成
元

年
三

月

二
十

八
日
～

同
年
五
月
二

土
（

囗
（
教
育

委
員
会
）
、
同
年
五
月

二
日
～

同
年
五

月
三

十
日

（
都

市
部
）
、

同
年
五
月
十
三
日

～

同
年
六
月
七
日

（
水
道
部
・
国

保
松
戸
市

立
病
院
）

監
査
の
結
果
＝

監
査
の
結
果
は

、

お
お
む
ね
適
切
と

認
め
ら
れ

た
。

財
政
援
助
団
体
監
査

〕

監
査
対
象
団
体

財
政
援
助

が
行
わ

れ
た
各

種

団
体
の
う
ち
保
健
衛
生
部
保
健

衛
生
課
及

び
経

済
部
農
政

課
に

か
か
わ
る
次
の
二
団
体

剛
松
戸
食
品
衛
生
協
会

叨
松
戸
市
農
業
共
済
組
合

監
査
対
象
事
項
＝
補
助
事

業
が

補
助
目
的
に
そ

っ
て
適
切
に

執

行
さ
れ
て

い
る
か
。
補
助

事
業

に
係
わ
る
経
理
が
適
切
に
行

わ

れ
て
い

る
か
。
事
業
目
的
に
そ

っ
て

効
率
的
に
運
営
さ
れ
て
い

る
か
。
以

上
の
事
項
を
重
点
に

監
査
を
実
施

監
査
の

期
間
‥
卜
平
成
元
年
五
月

士

百

～
同
年
六
月
七
日

補
助
目
的
・
効
果

松
戸
食
品
衛
生
協
会
丁
飲
食
に

起
因
す
る
伝
染
病
、
食
中
毒
、

そ
の
他
の
危
害
の
発
生
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
食
品
衛
生
思

想
の

啓
蒙
を
図
り
、
も
っ
て

公

衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ

と

を
目
的
と
す
る
。
又
、
同
衾

へ
の

補
助
は
、
伝
染

病
の
予
防

、

食
中
毒
の

発
生
を
未
然
に

防
止

す
る
た
め
の

食
品
従
事
者
の
健

康

診
断

、
各
種
講
習
会
の

開
催

等
に
要

す
る
費
用
と
し
て

有
効

に
利

用
さ
れ
、
十

分
効
果
を
あ

げ
て
い

る
。

松
戸

市
農
業
共
済
組
合
＝

組
合

員
が
不

慮
の

事
故
に
よ

っ
て

受

け
る
こ
と
の
あ
る
損
失
を
補
填

し
て

、
そ
の

農
業
経

営
の

安
定

を
計

る
た
め

、
農
業
災
害

補
償

法
に
基
づ
き
共
済
事
業
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
又
、
同

組
合
へ
の
補

助
は
、
農
作
物
共

済
を
は
じ
め
、
各
種
共
済
事
業

を
行
う
た
め
の
業
務
費
と
し
て

有
効
に
利
用

さ
れ

、
十
分
効
果

を
あ

げ
て
い

る
。

監
査
の
結
果
＝
収

支
の

会
計
経

理
に
か
か
わ

る
事
務
処
理
及

び

帳
簿
並

び
に

証
拠
書

類
等
は

お

お
む
ね
適
切
で
、
補
助
目
的
に

そ
い
運
営
さ
れ
て
い

る
も
の

と

認
め
ら

れ
た
。

な
お
、
監
査
委
員
の
原
島

康

廣
は
、
区
画
整
理
課
の

定
期
監

査
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治

法

第
一
九
九
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
き

除
斥
し

、
監
査
を
執
行
し

た
。

小

金
原

野

澤

真

理

さ
ん

亮

ち
ゃ
ん（
五

歳
）幼

稚
園
の
送
り
迎

え
に
、
こ
の
道
（
あ

め
り
か
ふ
う
通
り
）

を
通
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
木

の
葉
も
色
付
い
て
、

い
い
季
節
に
な
っ
て

き
ま
す
ね
。

岡
山
か
ら
引
つ
越
し
て
来
て
、
一
年

半
に
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
へ
来
た
時
は
、
ち
よ
う
ど
ケ

ヤ
キ
が
新
緑
の
こ
ろ
で
し
た
。

こ
こ
は
、
緑
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
環

境
の
い
い
所
で
す
ね
。

木
の
葉
が
色
付
く

し
く
み
は

木
の
葉
の
緑
色
は

、
葉

緑
素

（
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
）
と
呼

ば
れ

る
色
素
で

す
。

葉
緑
素
は
、
光
と
水
と
二

酸

化

炭
素
を
使
っ
て

、
木
の

生
長

に

必
要
な
で

ん
ぷ
ん
や
糖
分

を

作
る
働
き
を
し

て
い

ま
す
。

秋
が
深
ま
り
、

日
照

時
間
が
短

く
な
り
、
朝
夕

の

気
温
の
差
が

大
き
く
な
る
と
、
木
は
冬
か
迎

え
る
準
備
を
始
め
ま
す
。

葉
と
枝
の
間
に
「
離
層
」
と

呼
ば
れ
る
切
れ
目
を
作
り
、
葉

へ
水
や
養
分
を
供
給
す
る
管
を

閉
ざ
し
ま

す
。

葉
緑
素
は
不
安
定
な
状
態
に

な
り
、
分
解
し
て
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
、
今
ま
で
緑
色
に
消

さ
れ
て
い
た
黄
色
の
色
素
（
カ

ロ
チ
ノ
イ
ド
）
が
目
立
っ
て
き

ま
す
。イ

チ
ョ
ウ
な
ど
は
、
葉
が
黄

色
く
な
る
と
黄
葉
）
、
葉
を

落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

黄
色
ぐ
色
付
い
た
葉
の
中
で

は
、
赤
い
色
素
（
ア
ン
ト
シ
ア

ン
）
の
生
成
が
行
わ
れ
、
紅
葉

が
始
ま
り
ま
す
。

紅
葉
に

は
、
葉
の
中
に
あ

る

糖

分
が
関
係
し
て

い
る
と
い
わ

れ
て
い

ま
す
。

紅
（
黄
）
葉
は
、
そ
の

品
種
の

も
つ
遺
伝
的
な
性
質
で
す

が
、

周
囲
の
環
境
に

よ
っ
て

、
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
を

見
せ
ま
す
。

美

し

く

紅

（
黄
）
葉
す

る
た

め
に

は
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が

大
き
い
、
太
陽
の
光
を
た
く
さ

ん
浴
び
て
い
る
、
葉
が
枯
れ
な

い
適
度
な
湿
気
が
あ
る
こ
と
な

ど
の
条
件
が
あ
り
、
色
付
き
方

が
違
っ
て
き
ま
す
。

夏
も
終
わ
り

、
街
に
は
秋
の
気

配
が
漂
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
は

、
紅
葉
の

便
り
が

北
の
地
方
か
ら
届

く
よ

う
に

な
っ

て

き
ま
す
。

さ
ら
に
秋

が
深
ま

る
と

、
紅
葉

前
線
も
南
下
し
て

、
市
内
の

木
々

が
色
付
い
て

き
ま
す

。

落
葉
樹
は
、
葉
を

落
と
し

冬
の

寒
さ
に
耐
え
ま
す
が
、
ケ
ヤ
キ
や

イ
チ
ョ
ウ
な
ど
は
、
葉
を
落
と

す

前
に
、
紅
（
黄
）
葉
し
て
、
私

た
ち

の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

市
内
に
は
、
街
路
樹
の
愛

称
で

呼
ば
れ
て
い

る
並
木
道
が
五
十
六

路
線
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
に
も
、

美
し
い
紅
（
黄
）
葉
を
見
せ
て

く
れ

る
街
路
樹

が
あ

り
ま
す

。

四
季
折
々

、
心
に
う

る
お
い

を

与
え
て
く
れ

る
こ
れ
ら
の
街

路
樹

は
、
市
内
の
緑
化
を
推

進
す
る
た

め
の
「
街
路
樹
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

と
い
う
計
画
に
よ
っ
て
、
植
え
ら

れ
て

い
る
も
の
で
す
。

今
回
紹
介
す

る
の
は

、
新
松
戸

・
小
金
原
・
常
盤
平
の
紅
黄
）
葉

す
る
代
表
的
な
街
路
樹
で
す

が
、

皆
さ
ん
の

家
の
近
く
に
も
、
色
付

ぐ
並
木
道
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。秋

の

一
日
、
紅
（
黄
）
葉
を
探
し

に

、
市
内
を
散
策
し
て

み
て

は
い

か

が
で

す
か
。

新松戸「“けやき通り 」にある名称

板。市内には、このような名称板

が54ヵ所に設置されてい ます

高層住宅との調和が美しいケヤキ並木(新松戸)

aまつど巾

市
内
に
は
、
街
路
樹
の
愛
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
並
木
道
が
あ
り
、
四
季
折
々

の
姿
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

秋
と
い
え
ば
紅
葉
。
街
路
樹
の
中
に

も
、
葉
を
赤
や
黄
色
に
色
付
か
せ
、
街

を
彩
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

秋
の
一
日
、
市
内
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
新
し
い
風
景
に
出
会
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ma 滲D ど

街を彩る並木道喬濔

紅葉の下を歩いてみませんか

″

ケヤキのトンネルです(常盤平)

心配ごと相談

t〉詳細…市社会福祉協議会公68

－0503番

期日 会 場

10/2(3 馬 橋 支 所

3 吠）
六 実 支 所

小金 市民センタ ー

4C水）
常 盤 平 支 所

新松戸市民センター

5 困 小金原市民センタ ー

6 愬

市役所相談コーナー
13廁

20愬

27愬

赤 い 羽 根 募 金 運 動 にご 協 力 を

赤゙ い 羽根。 共 同募 金運 動 は、

民間 の福 祉施 設( 養護 施 設な ど)

や 、 福祉 団体( 社 会 福祉 協議 会

な ど) に そ の活 動資 金 を提供 す

る ために 、10 月 から 全国一 斉 に

行 われ る たすけ あい 運動 です。

松 戸 市に おけ る昭 和63年 度実

績は 、44,319,149 円 です 。

E〉詳 細… 千葉 県共 同 募金 会松 戸

支会( 松戸 市役 所援 護課 内)

障害者に理解を
心のふれあいを大切に

県民政治大学受講者募集

【〉日時…10月18日(水)・20日(金)・24日

( 火)・27日(金)、11月1 日(水)、午後

1 時～4 時

I≫会場…ペリエホール(千葉駅ビル内)

I≫内容…選挙・政治・地方自治、その他

1≫定員…先着450人

p〉費用…無料

に〉申込み…9 月30日(土)までに、ハガキ

または市選挙管理委員会にある申込用

紙に住所・氏名・年齢・性別・職業を

記入して、〒280 千葉市市場町1 －1

県庁地方課内県選挙管理委員会(eo4

72-23-2143 番) へ

日本文化デザイン会議'89

千葉〔幕張〕を開催

1＞期日…10月12日(木)～14日(土)

t〉会場…日本コンベンションセンター(幕

張メッセ)

E〉テーマ…「デザイン・ラビリンス( 迷

宮) 」－21世紀の日本社会のあり方を

展望するための諸問題

1〉会議参加者…梅原猛、草柳大蔵、八木

マリヨ各氏ほか

1〉費用…参加費・一般12,000 円、学生

6,000円( 展示のみ2,000円)

r〉詳細…千葉県文化国際課00472-23-

2449番

'90千葉県工業技術展

出品募集

E〉展示期間…平成2 年3 月1 日

(木卜4 日(日)

D〉展示会場…日本コンベンショ

ンセンター( 幕張メッセ) 国

際展示場

r〉出品対象…機械、雑貨

E〉申込み期限…9 月30日(土)

E〉詳細…商工課振興係

洗剤は石けんなど

無リンのものを使おう

・ 商業統計調査(一般調査)に

ご協力を

通産省では、10月1 日現在で

商業統計調査( 一般飲食店) を

実施します。

調査にあたっては、県知事か

ら任命された調査員が9月下旬

に商店を直接訪問し、調査票に

記入していただき、回収すると

いう方法で行います。

提出された調査票は、統計法

により秘密が守られますので、

正確な報告にご協力下さい。

1〉詳細…総務部庶務課統計係

巡回経営・融資相談

l〉日時…10月4 日(水)午前10時

30分～午後3 時30分

E〉会場…小金原市民センター

t〉費用…無料

|〉詳細…商工課振興係

工業アンケート調査に

ご協力を

【〉期間…9 月30日(土)まで

C〉対象…市内製造業全事業所

じ〉詳細…商工課振興係

中小企業設備貸与制度

l〉申込み…(財)千葉県中小企業振興公社設備貸

与課250472 ―42―2126番へ

＼ リ ー ス 制 度
割 賦 制 度

一般貸与 ハイテク貸与

貸付対象者
主として従業員80人以下の

中小企業者

主として従業

員20人以下の

中小企業者

主として従業

員80人以下の

中小企業者

貸与限度額 5,000万円以下 2,500万円以下 5,000万円以下

貸与期間 3 年～フ年 4年6ヵ月 6年6ヵ月

損 料

リ ース料

＼ ?匚』 yJ
損料 年4.5％3 年

S

フ年

111.896

125.3％

3.105%

1.492％

【〉詳 細…千 葉 県信 用保 証協 会 保

証 課登65 一6010 番 、テレ ホン

相 談00472-48-0140 番、 テ

レ ホン サービ ス250472 ―41 ―

0874 番

松戸市の融資

t〉詳細…商工課融資係

融資対象 市内で同一事業を1年以

上営んでいる事業者融 資

限 度 額

設備資金 1,000万円

運転資金 500万円

巵 用

保 証 料

50万 円以下 年0.55%

100万 円以下 年0.80 ％

100万 円超 年1.0035

融資 利率

1 年以内 年5.0 ％

3 年以内 年5.5 ％

フ年以内 年5.7 ％

フ年超 年6.5 ％

中小企業の皆さんへの融資

千葉県信用保証協会の

保証付融資

融資対象
県内で同一事業を１年

以上営んでいる事業者

融 資

限 度 額

一 般 保 証 1億2,000万円

無担保保証 1,500万円

特別小口保証 450万円

信 用

保 証 料

50万円以下 年0.55 ％

100万円以下 年0.80 ％

100万円超 年1.00%

融資利率
年5.0 ％前 後

(利用する資金により違います)

黄色に色付く イチョ ウ並木（小金原）
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生活の知

恵

第6回10/5木～9月

松戸市消費生活展

お酒の話あれこれ

毎年好評の消費生活展（昨年は輸入食品をテ ーマに行われました）

消費生活展

10月5 日(木)～9 日(月)

午前10時～午後7 時

(最終日は午後4 時まで)

伊勢丹松戸店6 階

「アート ホール」

入場無料

水上勉の家は現在北総鉄道の工事現場に

クロト ン(広葉系)

第714号

花
と
緑

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
常
緑
低
木

で

、
和
名
は
変
葉
木
。

葉
形

、
葉
色
な
ど
に
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

主
な
品
種
は
ア
ケ
ボ
ノ
、
ハ
ー

ベ
ス
ト
ム
ー
ン
、
流
星
（
リ
ュ
ウ

セ
イ
）
な
ど
。

育

て

方

五
月
中
旬
～
九
月
中
旬
ご
ろ
は

戸
外
の
日
当
た
り
の
良
い
場
所
で

育
て
ま
す
。

十
月
上
旬
か
ら
は
、
日
当
た
り

の
良
い
室
内
に
置
き
潅
水
を
控

え
て
冬
越
し
の
準
備
を
し
て
下
さ

い
。夜

間
の
温
度
が
一
五
度
以
下
に

下
が
る
と
落
葉
し
ま
す
。

一
〇
度
以
下
に
な
る
と
枯
死
す

る
の
で
、
灌
水
を
控
え
て
室
温
の

変
化
の
な
い
場
所
に
置
い
て
、
春

ま
で
管
理
し
ま
す
。

観
葉
植
物
の
育
て
方

ク
ロ
ト
ン

無
事
に

越
冬
し

た
も
の
は
、
枝

を
切

る
と

乳
液
が
出
る
の
で
分
か

り
ま

す
。

小
鉢

植
え
の

も
の
は
、
発
泡
ス

チ

ロ
ー
ル
の
深

箱
に
入

れ
、
夜
は

フ

タ
を
し
て

保
温
に
ま

す
。

鉢

替

え

。

五
月
中

旬
～
九
月
上

旬
に
行
い

、

用
土
は
赤
玉
土

・
腐
葉
土
の
混
合

し
た

も
の

を
用
い

ま
す
。

根
づ
い
て

新
芽
が
動
き
出
し
た

ら

、
二
ヵ
月
に

一
回
の
割
合
で

発

酵
油
粕
か
化

成
肥

料
（
か
ん
効
性
）

を
施
し
て
下

さ
い

。

増

や

し

方

マ

挿
し
木
＝
・
新
芽
の

か
た
ま
っ
た

枝
十
セ
ン
チ
く
ら
い
を
水
苔
で
巻
き
、

細
か
い
赤
玉
土
か

鹿
沼

土
な
ど
に

挿
に
し
ま
す
。
深
さ
は
全
体
の
三
分

の

一
く
ら
い

ま
で

。

五
、
六
月
に
挿
す
と
三
十
日
く

ら
い
で

発
根
し
、
そ
の
後
三
十
日

ほ
ど
で

移
植
で

き
ま
す
。

▽
取
り
木
・
・・
ゴ
ム
ノ
キ
と
同
じ

方

法
で

行
い

ま
す
。
葉
の
つ
い
て

い

る
前
年
の

枝
を
使
っ
て
下

さ
い
。

病

虫

害

マ
タ
ン
ソ
病
＝
・
病
葉
を
取
り
去
り
、

ダ
イ
セ
ン
・
ジ
ネ
ブ
ダ
イ
セ
ン
の

五
百
倍
液
を
散
布

マ
ハ

ダ
ニ
・
＝
ヶ
ル
セ
ン

・
ア

カ
ー

ル
な
ど
の
千
倍
液
で
駆
除

▽
カ

イ
ガ
ラ

ム
シ
・・
・
カ
ル

ホ
ス

乳

剤
千
倍
液
を
散

布
し

、
大
き
い

も

の
は
ブ
ラ
シ

な
ど
で
こ

す
り
落
と

し

ま
す
。

マ
詳
細
・・
公

園
緑
地
課
緑
化

係

ま
つ
ど
文
学
散
歩
6

水
上
勉
「
霧
と
影
」

水
上
勉
は
、
昭
和
三
十
二
年

九
月
（
三
十
八
歳
）
か
ら
三
十

四
年
十
月
ま
で
の
二
年
間
、
下

矢
切
一
二
三
番
地
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
に
「
フ
ラ
イ

パ
ン
の
歌
」
を
出
し
て
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
十
年
の
文
学
的
空
白
期

間
が
あ
り
、
三
十
三
年
に
出
世

作
「
霧
と
影
」
を
発
表
、
三
十

六
年
に
「
雁
の
寺
」
で
直
木
賞

を
受
賞
し
て
、
一
躍
流
行
作
家

と
な
り
ま
し
た
。

松
戸
在
住
時
代
は
、
ち
ょ
う

と
「
霧
と
影
」
を
書
き
、
脚
光

を
溶
び
る
ま
で
の
巣
立
ち
の
時

期
だ
っ
た
の
で
す
。

「
次
は

、
ど
こ
へ
9
・
」

と

運
転
手
か

き
い
た
。
小
宮

は
ち

。
つ
と
考
え
、
時
計
を

見

た
。
三

時
五
十
分
－

。

「
松

戸
へ
行
っ
て

も
ら
お
う

か
」

〈
中
略
〉

松
戸
市
上
矢
切
と
い
う
所

は
松
戸
市
と
市
川
市
と
を
結

ぶ
バ
ス
道
路
の
途
中
に
あ

っ

た
。
ど
ち
ら
か

と
い

う

と
地
図
の
上
で
は

市
川
に
近
い
。
国
府

台
寄
り
の
高
台
町
で

あ

っ
た
。
付
近
は

新

開
地
で
、
住
宅

が
急

増
し
て
い
た

が
、
昔

の
宿
場
部
落
の

名
残

り
の
あ

る
農
家

も
散

見
さ
れ
る
。

（
「
霧
と
影
」

）

福
井
県
若
狭
で

起

こ

っ
た
殺
人

事
件
の
犯
人

を
追

っ
て
来
た
小

宮
刑
事

が
、
重
要

な
手

掛
か
り

を
得
る
場
面
で

す

が
、
作
者
は

、
当

時
自
分
が
住

ん
で
い
た
松
戸

の
上

矢
切

（
下

矢
切
）
を
舞
台
に
選
ん
で

い
ま

す
。下

矢
切
の

描
写
は

、
自
叙
伝

「
冬
日
の
道
」
を
は
じ
め
、
「
凍

て
る
庭
」
「
好
色
」
「
蜘
蛛
飼
い
」

「
も
う
一
つ
の
華
觸
」
な
ど
に
繰

り
返
し

登
場
し
て
い

ま
す
。

ま
た
借
家
さ
が
し
を
は
じ

め
た
。
千
葉
県
の
松
戸
に
一

軒

家
が
あ
い
て

い
る
、
と
い

う

情
報
が
あ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
見
に

い

っ
た
。

そ
こ

は
下
矢
切
と
い
い
市
川

と
の
境
で
あ
る
。
国
府
台
の

式
場
病
院
の
裏
に
あ
た

る
高

台
だ
っ
た
が
、
一
帯
は
ま
だ

畑
で

、
結
核
療
養
所
と
警
察

の
射
撃
場
に
は
さ
ま
れ
て
い

た
。

二

冬
日
の
道
士

松
戸
在
住
時
代
の
水
上
勉
と

交
流
の
あ
っ
た
南
部
小
学
校
の

松
岡
満
三
校
長
に
、
下
矢
切
の

一
帯
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

水
上
勉

が
「
冬
日
の
道
」
で

、

百
枚
綴
り
の
原
稿
用
紙
を
毎
日

買
い
に
行
っ
た
と
書
い
て
い
ま

す
が
、
松
岡
校
長
の
話
で
は

、

こ

れ

は
下

矢

切

バ
ス

停

前

の

「
長
山
文

具
店
」
の
こ
と

だ
ろ

う

と
い
う
こ
と
で
す

。

し

か
し
、

水
上
勉

が
住
ん
で

い
た
と
い
う

「
畑
の

中
の

一
軒

家
」
が
あ
っ
た
の
は
、
今
は
北

総
開
発
鉄
道
の
工
事
現

場
に

面

し
た
辺
り
で

、
も
ち
ろ

ん
、
当

時
の
家
は

残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

（
市
立
図
書
館
）

不

用

品

交

換

情

報

O
今
回
掲
載
分
の
紹
介

▽
申
込
方
法
・
・・
締
め
切
り
は
九
月

二
十
五
日

（
当
日
消
印
有
効

）

①
希
望
品

名
②
住
所
③
氏
名

④

電
話
番
号

（
昼
間
の
俥
絡
先

）

を
（

ガ
キ
に
明
記
・
（

ガ

犬

枚
に
品

名

一
点

マ
相
手
の
紹
介
・
：
月
末
に
抽
選
を

行
い

、
当
選
者
だ
け
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り
ま
す
。

マ
申
込
先
・
・・
〒

二
七

一
松
戸
市
根

杢

二
八
七
－

五
松
戸
市
役
所
消

費
生
活
課譲

り
ま
す

【
家
具
類
】
◆
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
五

千
円
◆
籐
製
応
接
セ
ッ
卜
無
料
◆

籐
製
小
型

た
ん
す
三

千
円
◆
洋
服

だ
ん
す

無
料

【
電
気

製
品
】
◆
ス

チ
ー
ム
ア
イ

ロ
ン
二
千
三
百
円

【
子

ど
も
用
品
】
◆

自
動
車
用
補

助
い
す
千
五
百
円
・

籐
製

ベ
ビ
ー

キ
ャ
リ
ア

ー
五
百
円
・

籐
製

ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
三

千
円
・

ベ
ビ
ー

ベ
ッ

ド
五
千
円

・
無
料
◆

ベ
ビ
ー
バ
ス

千
円
◆
コ
ン

ビ
ラ

ッ
ク
二

千
円
◆

自
転
車
補

助
い
す
千
円

【
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
】
◆

電
気
オ

ル

ガ

ン

無
料

◆

剣
道

の

面

と
胴

（
中
学
生
用
）
六
千
円

【
日
用

雑
貨
】
◆

折
り
た
た
み
式

布
団
干
し
三
千
円
◆
折
り

た
た
み

式
物
千
し
台
万
円
◆
石
油
フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ
ー
無
料
◆

編
み
機

一
万

円
◆
芝
刈
り
機

無
料
◆
石

油
ス

ト

ー
ブ
千
円

○
次

回
掲
載
分
の

申
し
込
み

譲
り
た
い
人
は

、
品
物
の

詳
細

を
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
す
。

原
則
と
し
て

、
衣

料
品
・
食
料

品
・
自
転
車

・
自
動

車
は
扱
い

ま

せ
ん
。

十
月
二
十
日
号
に
掲
載
し
ま
す

マ

申

込

期
限

＝
九

月

二

十
二
日

（
金

）
ま
で

マ
申
込
先
・・
向

費

生
活

課
消
費
生

活
係

申
し
込
み
は
（

ガ
キ
で
9
月
2
5日
ま
で
に

市
で
は
、
実
物
や
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て
、
消
費
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を

分
か
り
や
す
く
展
示
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
、
毎
年
「
消
費
生
活
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
十
六
回
を
迎
え
た
今
年
は
、
「

お
酒
」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
い
企
画
を
盛
り
込
ん
で
お

届
け
し
ま
す
。

こ
の
地
球
上
に
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
含
び
も
の
が
出
現
し
た
の
は
、

今
か
ら
約
二
万
年
前
、
氷
河
期
が

終
わ
っ
た
こ
ろ
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
で
は
、
縄
文
時
代
に
お
酒

が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時

の
遺
跡
が
教
え
て
く
れ
米
沢

こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
は

古
く
か
ら
私
た
ち
と
と
も
に
あ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
現
在
で
は
、
飲

料
用
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ
れ
る
よ
う

に

な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の

消
費
生
活
展
で

は
、
ア

ル

コ
ー
ル

を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら

眺
め

、
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

お
洒
一
を
飲
ま
な
い
人
に
も
思
わ

ぬ
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ

、
ご
来
場
く
だ
さ
い

。

主

な

展

示

内

容

O
お
酒
の
種
類
・
＝
日
本
酒

・
ビ
ー

ル

ー
ウ
イ
ス
キ

ー
・
ワ
イ
ン

な
ど

世
界
の

い
ろ
い
ろ
な
お
酒
と
そ
の

お
い
し
い
飲
み
方
を
紹
介
し
ま
す

O
知
っ
て
飲
む
酒
－
ど
ん
な
味
？

＝
・
本
物
の
お
酒

っ
て
何
だ
ろ

う
。

お
酒
の

成
分
と
表
示
を
追
求
し

ま

す
。

O
あ
な
た

も
ア
ル
コ

ー
ル

を
食
べ

て
い
ま
す
…

ア
ル
コ

ー
ル

が
食
品

の
保
存
料
と
し
て
使
わ
れ

る
ケ
ー

ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
見
え

な
い

ア
ル
コ
ー
ル
に

ご
用
心
。



絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

斉

藤

麻

子
之

学
校
の
近
く
に
あ
る
け
や
き

並
木
と
町
並
み
を
描
い
た
『
風

景
』
。

授
業
中
に
何
気
な
く
描
い
た

絵
が
、
「
美
し
い
郷
土
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
最
優
秀
賞
の
I

つ
に
選
ば
れ
た
。

今
年
で
六
回
目
を
迎
え
る
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
街
を
見
直
し
、
ふ
る

さ
と
の
美
し
さ
を
見
つ
け
よ
う

と
い
う
も
の
。

県
内
二
百
十
二
の
小
・
中
学

校
か
ら
三
万
点
を
超
え
る
作
品

の

参
加
が
あ
っ
た
。

展
示

さ
れ
て
い

る
入
選
作
の

中
で

も
、
『
風
景

』
は
落
ち
つ
い

た
色
彩
で

、
見
る
者
の
心
を
な

ご
ま
せ
て

く
れ
る
。

「
絵
を
描
く
こ
と
は
小
さ
い

こ
ろ

か
ら

好
き
で

し
た
」
示

さ

な
声
で

ポ
ツ

リ
と
語
る
。

受
賞
の
感
想

も
、
「
知
ら
な

い

う
ち
に

先
生

が
コ
ン
ク
ー
ル

に

応
募
し
て

く

れ
て
い

た
の
で

＝
・
」

と
言
葉
少

な
い

。
周
囲
が
ま
じ

め
で

き
ち
ょ
う

め

ん
だ
と

評
す

る
性
格
が
う
か

が
え

る
。

将
来
の
夢

は

と

尋
ね
る
と

、

来
春
に

迫
っ
た

受
験
の
こ
と

が

ち

ょ
っ
ぴ
り

気

掛
か
り
な
様
子
で

、
「
特
に

あ

り
ま
せ
ん
」
。

「
で
も
、
高
校
に
進
ん
だ
ら
、

新
し
い
環
境
で
い
ろ
ん
な
こ

と

に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
」

と
力
強
い
。

そ
し
て
、

「
絵
も
ず

っ
と

続

け
て
い
き
た
い
な
と
思

つ
て
い

ま
す
」
。

自
然
に
語
る
中
に
も
、
若
さ

の
持
つ
す
が
す

が
し
さ
と
ひ
た

む
き
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
頼

も
し
い
。（

常
盤
平
中

三
年
）

堀

隼

人

く

ん
（
6

年

）

相
撲
は
大
好
き
で
、
幼
稚
園
の
と
き

か
ら
、
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
。

前
は
砂
場
を
使
っ
て
ま
し
た
が
、
や

り
づ
ら
く
て
…
。
や
っ
ぱ
り
、
本
式
の

土
俵
は
い
い
で
す
ね
。

大
越
裕
也
く
ん
（
5
年
）

土
俵
だ
と
、
投
げ
ら
れ
て
も
痛
く
な

い
し
、思
い
っ
き
り
相
撲
が
で
き
ま
す
。

負
け
た
と
き
に
は
、「
次
は
絶
対
に
勝

と
う
」
と
思
っ
て
や
る
ん
で
す
。

あ
な
た
の
健
康

1
4
1

一
般
的
に
は
、
結
婚
し
て
、
人

工
的
に
避
妊
を
し

な
い
の
に
、
二

年
た
っ
て
も
妊
娠
し
な
い
場
合
、

一
応
不
妊
症
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
妊
の
原
因
が
男
性
側
に
あ
る

提

示

約
四
分
の
一
で
、
女
性
側

に
あ
る
場
合
が
約
四
分
の
三
す

女
性
側
に
原
因
の
あ
る
不
妊
症

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
み
ま
す

子

宮

頚

管

に

原

因

が

あ

る

場

合

子
宮
頚
観
（
膣
か
ら
子
宮
へ
の

入
口
部
）
に
は
、
ふ
だ
ん
は
外
部

か
ら
ば
い
菌
が
入
ら
な
い
よ
う
に

か
た
い
粘
液
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す

排
卵
の
時
期
に

な
る

と
、
水
様
性
で

透
明

な

頚
管
粘
液
が
分
泌

さ
れ
、

流
動
性
が
出
て

来
て

、

精
子

が
通
過
し

や
す
い

よ
う
に
な
り
ま
す
。

し

た
が
っ
て

、
も
し

子

宮
頚
管
に

炎
症
が
あ

っ
た
り
、
ホ
ル
モ

ン
異

常
な
ど
で

精
子

が
通
過

し
に

く
い

状
態
に
あ
る

場
合
は
、
治
療
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

卵

管

に

原

因

が

あ

る

場

合

卵
管
は

、
卵
巣
か
ら
出
た
卵
子

と
、
男
性
か

ら
出
た
精
子
の
通
り

道
で

す
。

も
し

何
ら
か

の
原
因
で

左
右
両

方
の

卵
管
が
閉
鎖
さ
れ
て

い

る
場

合
は
、
子

宮
内
に
卵
子
が
入

っ
て

来
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。

片
方

だ
け
で

も
卵
管
に

通
過
性

が
あ
れ

ば
、
妊

娠
す
る
こ

と
が
で

き
ま
す
。

両
側
の
卵
管

が
閉
鎖

さ
れ
て
い

る
場
合
、
手
術
で

卵
管
を
通
る
よ

う
に
す
る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

こ
の
手
術
で

も
し

成
功
し

な
か

っ
た
場
合
は

、
体
外
受
精
法
が
行

わ
れ

る
よ

つ
に

な
っ
て

き
ま
し
た
・

こ
の
方
法
は
、
実
際
は
と
て
も

難

し
い
の
で

す
か

、
原
理
を
い
い

ま

す
と
、
精
子
と
卵
子
を

ガ
ラ
ス

な

ど
の
容
器
の
中
で
受
精

さ
せ

、
そ

の
受
精
卵
を
子
宮
内
に
直
接
入

れ

る
こ
と
で

す
。

排

卵

障

害

が

あ

る

場

合

排
卵
と
は

、
卵
巣
か
ら

卵
子
が

出
る
こ
と
で

す
。

排
卵
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
査

で
一
番
手
軽
な
方
法
は
、
婦
人
基

礎
体
温

を
計
る
こ
と
で

す
。

こ
の

婦
人

基
礎
体
温

表
を
み
れ

ば
、
排

卵
が
あ
る
か
無
い
か
が

だ

い

た
い

わ
か

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

低
温

相
と
高
温
相
の
二

相
性
を
示
せ
ば
、
排
卵

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。中

枢
の
視
床
下

部
の

ホ
ル
モ
ン
異
常
か
ら

排

卵
障
害
が
起
こ

る
場

合

は
、
治
療
成
績

が
良
好

で
す
。

卵
巣
の
外
側
の
膜

が

厚
ぐ
な
り
、
卵
子

が
卵

巣
か
ら
出
ら
れ

な
い

場

合
も
あ
り
ま
す

。
こ

の

時
は
卵
巣
く
さ

び
状
切
除

術
が
行

わ
れ
ま
す
。

子

宮

に

原

因

が

あ

る

場

合

淋
菌
や
結
核
菌
な
ど
に

よ
り
、

内
膜
炎
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
に

は
、
受
精

卵
を
育
成
出
来
な
い
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

子

宮
筋
腫
、
子

宮
内
膜
症
や
、

子

宮
の
形
に

異
常
が
あ
る
場
合
、

妊
娠
し
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

し

か
し

、
不
妊
の
原
因

が
す

べ

て

解
明
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
環
境
や
微
妙

な
心
の

変
化
な
ど
で

妊
娠
す

る
場
合

も
あ

り
ま
す
。

（
松
戸
市
医

師
会
）

不妊症について

休み時間に相撲をとる子ども たち

八ヶ崎第二小学校の校庭に本格

的な土俵が完成し、このほど土俵

開きが行われました。

市内の小学校に土俵ができたの

は、同校が初めてです。

岡田校長は「足腰を鍛えるには

相撲が最適。子ども同士のふれあ

いにも役立つ」と言っています。

この土俵は、休み時間中自由に

使うことができ、体育の時間にも

活用されます。

「ハツケヨイ、ノコツタ」

今日も校庭に、子どもたちの元

気な声が響いています。

ワンパク横綱はだれだ

八ヶ崎二小に土俵が完成

ハイこちら内線600番

まちの話題をお知らせ下さい。

貸出冊数市内－の新松戸分館

施設あんない

平成元年9 月20 日

図
書
館
新

松

戸

分

館

昭
和
五
十
六

年
五
月
に

、
新
松

戸
市
民
セ
ン

タ
ー
と
同
時
に
開
設
。

常
盤
平

・
小

金
原
と
と
も
に
、

市
内
三
大
分

館
の
ひ

と
つ
で

す
。

新
松

戸
地
区
の

大
人
口
か
抱

え
、

昨
年
度
の
申
込
者
は
延

べ
二
万
三

十
五
人
、
貸
出
冊
数
二
十
万
二
千

五
百
六
十
四
冊
に
上
り
ま
し
た
。

昨
年
上

月
か
ら
は
、
本
館
と

三
大
分
館
・
移
動
図
書
館
を
結
ぶ
電

算
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
貸
し

出
し
や
検
索
が
一
層
便
利
に
な
り

ま
し
た

。

こ
れ
か
ら

は
、
読
書
に
最
適
な

時
期
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
お
近
く

の

図
書

館
に

出
か
け
て

み
て
は
い

か

が
で
し

ょ
う
。

マ
利
用
時
間
’
・
・
午
前
十
一
時
言

どD滲
報広0
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まつ ど 女 性 囲 碁 大 会

l〉日 時…10 月7 日(土) 午 前10 時

か ら

【〉会 場… 常 盤平 市民 セ ン ター

l〉費 用…1,500 円

r〉申 込み …10 月1 日(二L)までに、

電 話 で 日本棋 院松 戸 支部 ・萩

谷容86－3229 番へ

第3 回 松 戸 市 歩 こ う 会

房 総 風 土 記 の 丘 を 訪 ね て

パ ネル 額 打 ち 講 習 会

r〉日 時…10 月1日(日)午 前10 時～

午 後4 時

に〉会 場… 市民 会館301 号室

l〉定 員… 先着60 人

【〉費 用 …3,000 円( 教 材費 含 む)

じ〉申 込み …9 月25 日( 月) までに

現 金 書留 で 、〒270 松 戸市 八 ヶ

崎1048 松戸 書道 教育 連盟 ・宇

高桂 堂(mi ―5920 番) へ

もよおしもの

社 交 ダ ン ス初 級 講 習 会

E〉日 時・‥10月5 日( 木)か ら の毎

月第1 ・2 ・3 木 曜日(計9 回)、

午後6 時 ～8 時50 分

l〉会場 …稔 台市 民 セン ター別 館

E〉費 用 …6,000 円

l〉対 象 … 男女 各先着25 人

r〉申 込 み…電 話 で 、みの りダ ン

スサ ー クル ・石 井登63 －4021

番( 夜間) へ

t〉日時…10月1 日(日)、午前7

時30分に松戸駅西ロデッキ上

に集合( 時間厳守)

※小雨決行。中止の場合は10月

15日(日)に延期

C〉コース…松戸駅一安食駅一房

総風土記の丘資料館一房総の

むら当 日御子神家住宅一旧平

野家住宅刊日学習院初等科正

堂一下総松崎駅一松戸駅に午

後5時30分着の予定(歩行距

離約12km)。

t〉費用…交通費1,360円、保険料

1 人300円(1 家族4 人までは

500円)

【〉持ち物…弁当・水筒・雨具

[〉定員…先着150人

D〉申込み…ハガキに住所・氏名・

性別・年齢・電話番号を明記

して、〒271松戸市上矢切299

-1矢切公民館内松戸市歩こう

会実行委員会( 昔68一1241内

線44番) へ

フ ォ ー ク ダ ン ス

初 心 者 講 習 会

〉日 時 …9 月26 日か らの毎 週 火

曜日(計10 回)、午 後1 時30 分～

3 時30 分

〉会場 …五 香 市民 セン ター

〉費 用 …2,500 円

11動 きや す い服 装 で運動 靴持 参

〉詳細 …五 香フ ォ ー クダン ス同

好会 ・ 入野084 ―7490 番

水 泳 講 習 会( 女性 対象)

・日 時…9 月27日(水)・29日(金).

10月4 日(水) ・6 日( 金) ・11

日(水) ・13 日(金) 、午 後3 時

～5 時

・会 場・‥クリー ンセ ン ター 温水

プ ー ル

・定員 … 先 着30 人

y費 用…5,000 円

・申 込み …9 月22 日(金) 午前10

時～正 午 に直 接 クリー ンセ ン

タープ ー ルヘ

・詳 細… 水 泳協 会・三 好登85 －

0303 番( 金曜 日 を除 く)

小 学 生 女 子 健 康 体 操 教 室

・日 時 …9 月29 日～12 月8 日の

毎 週金 曜 日〔11 月3 日(祝) を

除 く全10 回〕 、①小 学1 ～3

年生 ＝ 午後4 時 ～5 時30 分②

小 学4 ～6 年 生 ＝午 後5 時30

分 ～7 時

・会場 … 運動 公園小 体育 室

・定 員 … 各先 着40 人

・内 容 … リズム体操、新体操な ど

・費 用 …保 険 料350 円

・申 込 み…9 月21 日(木) 午 前9

時から、直接社会体 育 課へ

・詳 細… 社 会体育 課 指導 係

秋 季体 育 祭( 軟式 庭球)

l〉日 時 …10 月29 日( 日)午 前8 時

30 分受 け付 け 、9 時 開始

【〉会 場… 栗 ヶ沢 公園庭 球場

l〉対象 … 市 内在住 ・ 在勤 ・在学

の 人

|〉種目 … 男女 各A ・B ・c ・D

の ラン ク別

E〉費 用…1 チ ー ム1,500 円

【〉申込 み…10 月13 日( 金) までに

現 金書留 で 、〒270 松 戸市 小金

原6 ―9 ―1 ―402 軟式 庭球

連盟 ・小 倉有三(S45 ―0899

番) へ

家 庭 婦 人 テ ニ ス 大 会

l〉日 時 …10 月23日・30日の各月曜

日 、午前9 時 ～午 後4 時30 分

t〉会場 … 栗 ヶ沢公 園庭球 場

t〉対 象 … 市内 在住 の家 庭婦 人 と

連盟 に加 入し てい る65 歳以 上

の 男性( 本大 会 ・県 大会 ・市

大会 のベ スト4 は 除 く)

r〉種目 … クラ ス別大 会(A ・B

クラス＝ トー ナ メント 制 、c

クラス＝2 回対戦 式)

l〉費 用 …加 盟団 体1 ペア＝1,000

円 、一 般1 ペ ア=1,500 円

E〉申 込み …10 月5 日(木) までに、

ハ ガ キに 住所 ・氏 名 ・電 話 番

号 を 記入し て 、〒270 松 戸 市

常 盤平3 －26 －3 松 戸 市家庭

婦 人 テニ ス連盟 ・ 倉持真 佐子

(S86 ―2895 番) へ

ほけんえ

いせい

おしらせ

急性灰白髄炎(ポリオ)

予防接種

日 程 表

●市役所(66)1111R 常盤平支所(87)2131

●小 金支所(41)5101R 小金原支所(44)4151

●六 実支所(85)0113* 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

●東 部支所(92)3061

会 楊 期 日

衛 生 会 館 10/23囮）12/18側

五 香 市民センタ ー 10/3 吠）12/5m

松飛台市民センター 10/2 回 12/4側

小金北市民センター 10/23囮）12/110

東 部 市民センタ ー 10/11M 12/13困

馬橋東市民センター 10/23回 12/110

健 康 増進センタ ー 10/11MO 12/13團

常盤平市民センター 10/4 團 12/600

明 市 民 セ ン タ ー 10/4 團 12/6 團

古ヶ崎市民センター 10/12附 12/15R

稔 台 市民センタ ー 10/3(刈 12/5W

小金原市民センター 10/5 困 12/12M

新松戸市民センター 10/12W 12/15R

小 金 市民センタ ー 10/19困 12/8R

常盤平市民センター 10/26困 12/22圀

六実市民センター別館 10/5PR 12/12図

二十世紀が丘市民センター 10/5 困 12/7m

r〉申し込みをする人…2 回飲み

終えていない4 歳未満の人で

問診票を持っていない人

【〉申し込まなくてもよい人…昭

和63年12月1 日～平成元年6

月30日生まれの人で、8 月末

日までに住民登録をしている

人は、申し込みをしなくても

9 月下旬に通知します。

※以前の問診票を持っている人

は、それを使って下さい。

※下記市民センターは、改修工

事のため、工事期間中は予防

接種を行いません。接種の間

隔を確認のうえ、他会場で受

けて下さい。

市民センタ ー 工 事 期 間

馬橋市民センター 8/20(日卜12/101日)

休館日の変更に伴い、一部接種会場

の日程が変更になっていますので注意
して下さい。

※駐車台数に限りがあります。

車での来場はご遠慮下さい。

C〉詳細…保健衛生課予防衛生係

※平成元年7 月1 日～11月30日

生まれの人には、2 月下旬に

通知します。

ハガキ申し込み要領

第九コンサート参加者募集

1〉日時…毎週火曜日午後6 時30

分から

l〉会場…松戸教会(市民会館前)

【〉費用…6,000円

r〉定員…男女計150人

※12月24日(日)市民会館で公演

l〉詳細…松戸第九を歌う会・浅

山S62 ―4564番

シ ル ク ス クリ ー ン( 版 画)

作 品 展

E〉日 時…10 月1 日(日)～6 日(金)

午前9 時 ～午 後9 時(6 日は

午後7 時 まで)

E〉会 場… 婦 人会館2 階ロビ ー

t〉費 用… 無料

C〉詳 細… 松戸 シ ル クス クリー ン

の 会・ 松本S45 ―8199 番

秋の陶芸1 日教室

l〉日時…10月1 日(日)・6日(金)

・8 日(日)・13日(金)、午前の

部＝9 時30分～11時30分、午

後の部＝2 時～4 時(各1 回)

E〉会場…陶松( 市立病院裏)

E〉費用…500円(陶土・焼き代別)

r〉申込み…電話で縄文土器を作

る会・小堀068 ―7726番へ

HR 松戸話し方教室

c〉日時…9 月26日～11月14日の

毎週火曜日〔10月10日分は9

日(月)に実施〕、午後6 時30分

～8 時50分

c〉会場・‥明市民センター

c〉講師…千葉大教授・金光達太

郎氏ほか

【〉費用…6,000円(教材費含む)

c〉詳細…HR 松戸話し方研究会・

田村S45 ―8150番

千葉県医師会フォーラム

より良い医療を求めて

一心の健康のために－

E〉日時…9 月30日(土)午後2 時

～5 時

l〉会場…県医療センター1 階大

講堂( 千葉市千葉港5 ―25)

E〉対象…医療関係者、県民

C〉内容…「いま激増しているうつ

病の問題」国立精神神経センタ

ー・清水順三郎氏、厂長寿社会

へ向けての心の問題」(財)復

光会総武病院・矢崎光保氏

C〉費用…無料

C〉詳細…千葉県医師会事務局容

0472―42―4271番

「 い ぶ きの 広 場 」

チ ャ リテ ィ ー バ ザ ー

i〉日 時 …10 月1 日( 日)午前11 時

～午 後2 時

【〉会場 … いぶ き の広場( 身 体障

害 者通 所授 産施 設・五 香 六実

246－3)

※バ ザーへ の 出品 にご 協力下 さ

い。 取 りに伺 い ます 。

l〉詳細 … いぶ きの 広場089 ―10

10 番

障 害 者 の 手 作 り 作 品

展 示 即 売 会

t〉日 時 …9 月27日(水)・28日(木)

午 前10時 ～ 午後4 時

l〉会場 …柏 そご う8 階 特設 会場

l〉内容 … 中学校 特 殊学 級・ 養護

学校 ・精 神 薄弱 者授 産施 設な

ど の生徒 が 製作 した 陶芸 ・木

彫 り・観 葉植 物 ・縫製 品な ど

l〉詳細 …松 戸 公共職 業安 定 所登

62－6106 番

組ひも「まゆの会」講習会

【〉日時…10月5 日・12日・19日

の各木曜日、午前10時～正午

l〉会場…矢切公民館

l〉内容…帯締め、ベルト、ネッ

クレス

r〉費用…材料費実費

l〉詳細…成田Q66 ―2483番

音楽の広場( 合唱講座)

【〉日時…9 月26日(火)午後1 時

30分～3 時30分

c〉会場…市民会館音楽室

c〉費用…テキスト代2,700円

c〉詳細…社会教育課市民文化係

予防接種

MMR( 麻しん・おたふくか

ぜ・風しん）とおたふくかぜ

l〉予 防 接種 の種 類… ①MMR ②

お たふ くかぜ

l〉対 象 …生 後12 ヵ 月以上72 ヵ 月

未満 で 、①麻 し んの予 防接 種

を受 けて いな い 人②既 に麻 し

んの 予防 接種 を受 け た人 で、

お たふ くかぜ の単 独予 防接 種

を希望 す る 人

【〉申し 込みを する 人… ① 麻し ん

の予 防接 種 を受 け てい ない 人

で、 問診 票( 無料 券) を持 つ

て い ない 人② お たふ くかぜ の

単 独予 防 接種 を希望 す る 人

※① ・② とも下 記要領 の とお り

ハ ガ キで 申し 込ん で下 さい。

t〉申し 込 まなく ても よい 人 … 昭

和63 年6 月1 日～9 月30 日に

生 ま れた 人には 、10 月上 旬に

直接 問 診票(MMR) を送 り ま

す。 以 前の問 診 票 を持っ てい

て 、麻し ん の予 防接 種 を受 け

てい な い 人は、 その ま まMM

R の予 防 接種に使え ます。

※既 に麻し ん の予 防接 種 を受 け

た 人は 、MMR の予 防接 種は

受 け ら れ ませ ん。

ハガ キ申し 込 み要領

l〉詳細…保健衛生課予防衛生係

愛の献血

E〉詳細…健康管理課業務係

期日 会 場 時 間 主 催

9/23

睨

ダイエー

新松戸店前
午前10時

S

午後4 時

松 戸 東
ラィォンズ

ク ラ フ

30

出

JR

松戸駅東口
松 戸 市

救 急 医 療 体 制 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

夜間急病診療所(毎日)・午後8時～11時衛生会館内868-3756番

待機病院( 毎日)・午後5時～午前9時テレ ホンサービス 昔6H010 番

緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時テレホンサービス 、ff66-0010番

休日 土曜日夜間歯科診療所・午後8時～1 塒 衛生会館内O65-3430 番

午

後
1

時
1
5分
～
2

時
3
0分

時

間
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